
長

崎

河

岸

研

究

覚

書

流
路
変
遷
と
舟
運
と
の
関
連
を
志
向
し
て

大

木

5
'
川
の
流
れ
の
検
証
試
案

-

緒
言
に
か
え
て

-

-
'
二
つ
の
サ
イ
ロ
掘
り

一
昨
年
の
八
月
下
旬
か
ら
九
月
上
旬
に
か
け
て
'
ご
く
近
隣
地
で
二
つ
の
サ
イ
ロ
が
掘
ら
れ
た
｡

1
つ
は
､
天
童
市
寺
津
'
と
い
っ
て
も

私
の
宅
地
の
一
部
を
含
む
旧
〝

砂
河
原
〃
地
内
に
'
も
う

一
つ
は
'
東
村
山
郡
中
山
町
長
崎
の
三
軒
屋
地
内
に
｡
い
ず
れ
も
'
米
作
農
業
の

行
き
づ
ま
り
か
ら
､
酪
農
に
活
路
を
兄
い
田
そ
う
と
す
る
農
家
の
'
残
暑
未
だ
消
え
や
ら
ぬ
下
で
の
作
業
だ
っ
た
｡
た
だ
'
前
者
は
旧
地
名

の
示
す
如
く
､
河
岸
段
丘
の
砂
地
'
い
く
ら
掘
り
さ
げ
て
も
砂
地
ば
か
り
｡
後
者
は
同
部
落
の
中
で
も
や
や
高
台
に
位
置
し
'
約
四
〇
糎
以

1

下
は
赤
味
を
帯
び
た
粘
土
層
｡
果
た
せ
る
哉
'
後
者
の
地
中
か
ら

一
〇
数
片
の
縄
文
後
期
の
土
器
と
､
平
が
ま
跡
が
発
見
さ
れ
和
｡

長
崎
河
岸
研
究
覚
書

1
大
木



三
五
二

注

川

昭
和
四
五
年
九
月
山
四
日
付
山
形
新
聞
夕
刊
及
び

｢町
報
な
か
や
ま
｣
昭
和
四
五
年
九
月
1
五
日
号
に
詳
報
さ
れ
て
い
る
0

2
㌧
二
つ
の
地
を
め
ぐ
る
伝
承

三
軒
屋
地
内
で
の
発
掘
作
業
は
二
度
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
が
'
土
器
発
見
を
聞
き
つ
け
た
農
夫
た
ち
は
'
現
場
に
立
ち
寄

っ
て
は
幼
な

時
の
聞
き
伝
え
を
し
ゃ
べ
り
始
め
た
｡
｢
こ
の
辺
は
'
も
と
須
川
が
流
れ
た
そ
う
だ
｡｣
｢最
上
川
が
流
れ
て
い
た
と
の
こ

と
だ
よ
｡｣
と
｡
事

実
､
現
在
同
部
落
の
西
側
か
ら
北
側
に
か
け
て
'
大
き
く
河
岸
段
丘
の
跡
が
あ
り
､
三
〇
〇
米
ば
か
り
離
れ
た
南
西
の
文
新
田
部
落
方
面
か

ら
小
川
が
流
れ
て
お
-
'
時
折
'
洪
水
の
た
め
に
同
流
域
の
水
田
が
冠
水
の
う
き
目
に
あ

っ
て
い
る
｡
ま
た
､
東
側
落
合
部
落
と
の
境
に
､

や
は
り
文
新
田
方
面
か
ら
'
ご
く
小
規
模
の
用
水
が
流
れ
込
み
'
そ
の
落
ち
口
に
'
種
々
の
伝
説
に
満
ち
た
〝

仏
沼
〃

が
現
在
し

そ
れ
は
､
同
部
落
の
北
側
に
沿
う

一
段
低
い
地
帯
の
集
合
地
点
で
も
あ
る
｡

こ
う
し
て
'
今
の
と
こ
ろ
長
崎
地
区
で
は
始
め
て
縄
文
土
器
が
こ
の
地
か
ら
発
見
さ
れ
た
り
'

一
〇
年
程
前
､
同
部
落
北
西
部
の
物
見
台

2

3

地
区
か
ら
立
派
な
土
師
器
土
器
が
発
掘
さ
れ
た
り
し
丹
も
の
の
'
現
在
の
部
落
は
落
合
部
落
の
延
長
と
み
ら
れ
&
.
さ
ら
に
は
'
落
合
部
落

に
も

〝
上
赤
坂
〃

の
地
名
が
あ
り
'
今
も
っ
て
寺
津
の
地
籍
が
あ
る
こ
と
な
ど
は
'
応
永
年
間
'
寺
津
の
日
枝
神
社
が
建
立
さ

れ

る
以
前

4

は
'
落
合
の
熊
野
神
社
が
寺
津
の
産
土
神
で
あ
っ
た
と
い
う
古
私
鍬
な
ど
と
あ
わ
せ
て
'
長
崎
落
合
す
ら
も
川
の
流
れ
の
変
化
に
よ
る
発
生

地
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
｡

一
四
世
紀
半
ば
頃
で
は
'
中
の
目

･
落
合

･
藤
内
新
田
は
不
戸
だ

っ
た
と
い
う
古
記
録
や
､
｢ず

っ
と

昔
'
最
上
川
は
長
崎
本
町
の
西
と
南
を
通
り
'
文
新
田

･
三

軒
屋

･
落
合
か
ら
､
寺
津
の
砂
河
原
を
流
れ
て
､
藤
内
新
田
の
〝

古
河
〃

に
廻

っ
た
時
代
が
あ
っ
た
｣
と
い
う
伝
承
も
､
古
い
村
絵
図
や
地
形
図

･
地
名
な
ど
か
ら
､
全
く
根
拠
の
な
い
も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
の
で
な

5

か
ろ
う
か
｡

寛
政
二
年
の
も
の
か
と
い
わ
れ
る
'
山
形
大
学
附
属
図
書
館
蔵

『土
屋
儀
兵
衛
文
書
』

に
､
｢往
昔

ハ
左
沢
川
'
寺
津

二
而
落
合
候
故
'



6

寺
津

ハ
最
上
川
之
内
也
､
後
本
楯
江
押
切
侯
大
川
故
･･････寺
津
向

二
長
崎
之
枝
郷
二
落
合
村
と
言
有
之
｣
と
あ
B
.
ま
た
､
文
新
田
の
服
部

文
右
衛
門
家
文
書
の
中
､
慶
応
三
年
の
願
書
に

｢
‥
-
･先
文
右
衛
門
代
文
政
七
申
年
之
大
洪
水
二
而
須
川
馬
見
ケ
崎
両
川
よ
り
水
溢
れ
人
命

.Ⅵ'

二
者
無
怪
我
侯
得
共
家
財
諸
道
具
悉
ク
流
失
仕
･･･-
｣

と
あ
っ
て
他
の
資
料
と
符
合
す
数
の
で
あ
る
が
'
落
合
に
し
ろ
'
長
崎
に
し
ろ
'
さ

ら
に
は
寺
津
に
し
ろ
'
上
流
か
ら
の
流
れ
を
集
め
る
傾
斜
地
に
位
置
す
る
川
沿
い
の
集
落
が
､
た
え
ず
河
身
を
大
き
く
変
え
'
舟
運
拠
点
を

も
移
動
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
'
容
易
に
想
像
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

注

即

国
井
霞
村
編

『
中
山
の
民
話
』
所
収
〟

仏
沼
と
龍
神
″

に
'
最
上
川
の
流
れ
が
だ
ん
だ
ん
北
の
方
に
移
動
し
て
'
こ
の
場
所
に
水
が
溜
ま
り
沼

と
な
っ
た
最
も
清
浄
の
地
を
部
落
民
は
仏
沼
と
呼
び
水

葬
の
場
と
し
た
と
い
い
'
落
合
渡
船
場
の
川
ふ
ち
大
杉
な
ど
を
名
残
り
だ
と
説
く
｡

㈲

『
山
形
県
史
考
古
資
料
編
』
所
収
'
図
録
九
七
五
'-
九
七
七
'
解
説

一
五
〇
-
一
五

一
頁

㈱

拙
稿

『
最
上
川
舟
運
関
係
資
料

(中
山
町
)
そ
の
一
』
'
地
名
の
由
来
と
思
わ
れ
る
同
部
落
の
最
古
の
三
軒
を
尋
ね
て
も
'
も
と
も
と
は

落
合
に
あ
る
よ
う
だ
し
'
宝
暦

一
〇
年
の
長
崎
村
明
細
帳

(長
崎
岸
角
兵
衛
文
書
)
に
も

｢
二

枝
郷
弐
ヶ
所
文
着
荷
門
新
田

･
落
合
｣

と
あ
っ
て
'
三
軒
屋
は
で
て
こ
な
い
.
ま
た
へ
天
明
八
年
の
長
崎
楯
付
近
近
古
図

(
『中
山
町
史
資
料
福

一
』
口
絵
)
に
も
枝
郷
落
合
は

あ
る
が
三
軒
屋
は
な
い
｡
そ
れ
が
天
保

一
四
年
の
村
絵
図

(中
山
町
役
場
所
蔵
)
に
は
'
端
郷
三
軒
や
と
し
て
三
八
軒
が
明
記
さ
れ
て
い

る

｡

(7日6日5日4)

大
木
穐
山
翁
古
記
録
､
『
水
郷
寺
津
史
』
二
六
頁
'
四
三
三
頁

同
着
古
記
録
及
び
享
保
年
間
以
降
幕
末
に
わ
た
る

一
五
点
ば
か
り
の
寺
津
を
中
心
と
し
た
最
上
川
川
欠
絵
図
面

(大
木
所
蔵
)

山
形
市
史
編
集
資
料
第

二
二
号
』
二
七
頁

児
玉
清

一
編

『
文
新
田
資
料
服
部
文
着
荷
門
家
文
書
』
､
『
水
郷
寺
津
史
』

一
八

一
頁
な
ど
o

長
崎
河
岸
研
究
覚
書
!

大
木



三
五
四

二
'
長
崎
河
岸
変
遷
の
論
証

1
､
高
瀬
山
を
め
ぐ
り
に
め
ぐ
っ
て

長
崎
と
左
沢
問
は
､
平
均
八
〇
〇
分
の
一
の
傾
斜
で
長
崎
下
流
よ
り
急
と
な
る
と
い
う
｡
昔
は
､
こ

の
間
に
位
置
す
る
高
瀬
山
付
近
で
大

滝
と
な
っ
て
村
山
盆
地
に
落
ち
込
ん
だ
こ
と
か
ら
'
こ
の
高
瀬
山
の
下
川
向
い
に
〝

大
滝
原
〃

の
地
名
が
生
ま
れ
た
の
だ
と
説
か
れ
る
｡
事

実
'
今
も
っ
て
'
左
沢
線
羽
前
長
崎

･
南
寒
河
江
問
の
鉄
橋
下
の
川
原
に
立

っ
て
川
上
を
眺
望
す
る
に
'
小
塩
部
落
北
側
か
ら
大
き
な
落
差

を
も
っ
て
急
カ
ー
ブ
す
る
最
上
の
流
れ
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
｡
確
か
に
こ

の
地
域
は
'
地
形
的

･
地
質
的
条
件
の
た
め
に
､
年
々
再
々
洪

1

水
に
見
舞
わ
れ
､
本
流
の
川
筋
を
我
物
顔
に
移
動
さ
せ
て
き
&
.
従

っ
て
'
河
港
と
し
て
の
役
割
は
'
す
で
に
中
山
氏
築
館
当
時
よ
り
果
た

2

し
て
お
っ
た
だ
ろ
気

か
'
そ
の
不
安
定
さ
は
､
そ
の
後
の
河
岸
制
度
の
整
備
に
つ
れ
て
'
船
町

･
寺
津

･
本
楯
等
に
そ
の
比
重
を
譲
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

元
締
六
年
か
ら
七
年
に
か
け
て
'
米
沢
上
杉
蒲
で
は
西
村
久
左
衛
門
ら
に
よ
っ
て
'
左
沢

･
黒
滝
の
難
所
を
開
き
'
荒
砥
か
ら
長
崎
ま
で

3

の
舟
路
を
完
成
し
た
こ
と
は
画
期
的
な
も
の
だ
が
､
元
締
六
年

(
〓
ハ
九
三
)
当
時
'
高
瀬
山
の
御
林
は
長
崎
舟
場
よ
り
舟
送
さ
れ
て
い
群
｡

そ
の
数
二
千

二

一五
本
と
い
う
か
ら
へ
か
な
り
の
規
模
を
有
し
た
舟
場
と
み
て
よ
か
ろ
う
｡

注

Ⅲ

中
山
町
長
崎
の
円
同
寺
文
書
に

｢
-
-
元
締
之
度
よ
り
追
々
最
上
川
欠
込
侯
間
-
⊥
享
保
十
二
未
年
現
在
地
に
移
転
-
-
宝
暦
七
丑
年
大
洪
水

に
て
旧
寺
跡

一
町
人
反
歩
の
中
七
割
ま
で
川
欠
に
あ
っ
て
流
失
･･･-
｣
と
あ
り
'
ま
た
'
同
町
土
橋
佐
東
彦
右
衛
門
家
文
書
に
'
安
政
六
年
の

大
洪
水
以
来
'
大
滝
原
か
ら
上
河
原
地
区
の
川
欠
が
年
々
ひ
ど
く
領
主
側
へ
の
見
分
'
堤
防
工
事
の
願
書
を
提
出
し
て
い
る
が
'
明
治
の
初
年

に
な
っ
て
そ
れ
が
認
め
ら
れ

一
〇
〇
問
に
わ
た
る
大
が
か
り
な
堤
防
工
事
が
長
崎

･
小
塩

･
岡

･
土
橋
四
か
村
合
同
で
行
わ
れ
た
詳
細
な
内
容

が
控
え
ら
れ
て
い
る
｡
他
に
'
押
棒
常
太
郎
著
稿
本

『
寒
河
江
町
史

(部
落
編
下
)
』
や
'
長
崎

･
寺
津
の
古
絵
図
か
ら
も
最
上
川
流
路
変
動



が
わ
か
る
L
t
長
崎
の
上
河
原

･
申
河
原

｡
川
端

･
下
川
な
ど
の
地
名
も
そ
の
由
来
を
物
語
っ
て
い
る
｡

㈲

長
崎
中
山
氏
の
祖
'
継
信
が
'
伏
熊

･
用

･
深
沢

･
中
郷
な
ど
の
高
地
か
ら
'
舟
運
の
便
利
な
川
沿
い
の
肥
沃
な
地
を
選
ん
で
至
徳
元
年
長
崎

に
館
を
開
き
'
孫
の
宗
朝
代
文
安
二
年
に
城
池
が
完
成
し
た
と
い
わ
れ
る
が
'
こ
の
頃
に
新
地
開
発
も
大
い
に
進
み
'
城
下
町
の
整
備
と
共
に

舟
着
場
の
利
用
は
地
方
商
人
ば
か
り
で
な
く
'
外
来
の
大
商
人
も
入
り
交

っ
て
'
に
わ
か
に
活
気
を
呈
し
た
｡
東
海
林
荘
九
郎
著

『中
山
鏡
』

参
照

㈲

寒
河
江
史
編
纂
書
祷

1
二
輯

『
村
書
上
げ
と
廻
米
資
料
』
所
収
'
寒
河
江
領
御
林
反
別
本
数
帳

2
､
酒
田
の
豪
商
尾
開
又
兵
衛
を
相
手
ど
る

享
保
四
年

(
一
七
一
九
)
七
月
'
長
崎
村
の
訴
訟
人
理
右
衛
門
は
､

庄
屋
長
石
衛
門
と
連
名
で
'
尾
関
叉
兵
衛
を
糾
弾
し
て
漆
山
御
役
所

へ
願
い
出
た
｡
事
の
次
算
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
｡

漆
山
御
領
の
江
戸
御
廻
米
遅
賃
金
の
中
､
五
〇
〇
両
を
為
替
で
売
払

っ
た
の
に
'
叉
兵
衛
が
何
や
か
や
と
三
六
〇
両
を
滞
ら
せ
て
お
り
'

大
変
迷
惑
し
て
い
る
｡
ど
う
も
返
す
様
子
も
な
い
の
で
､
右
金
子
を
早
速
堵
明
さ
せ
る
よ
う
酒
田
御
役
所
に
連
絡
し
て
ほ
し
い
と
い
う
'
願

l

ウ】

書
の
あ
ら
ま
し
で
あ
hS/O
こ
の
理
右
衛
門
な
る
人
物
が
､
元
禄
年
間
大
庄
岸
を
勤
め
た
と
い
う
小
野
利
右
循
門
な
る
か

は
不
明
だ
が
'
い
ず

O'

れ
に
せ
よ
'
当
時
こ
れ
だ
け
の
衝
に
当
た
る
経
済
力
を
彼
が
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
'
そ
し
て

｢
米
六
百
俵
余
'
大
豆
六
十
俸
余
｣
等
々

の
取
引
商
人
た
ら
し
め
得
る
舟
場
的
機
能
も
'
そ
の
裏
付
け
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
｡

『
酒
田
市
史
史
料
編
第

一
集
』
三
十
六
人
御
用
帳
上
所
収
'
享
保
四
年
乍
恐
以
口
上
書
付
奉
顧
候
御
事

長
崎
本
陣
は
'
古
く
小
野
利
右
衛
門
大
庄
屋
の
時
､
自
己
の
屋
敷

(現
役
場
敷
地
)
を
こ
れ
に
あ
て
'
自
分
は
そ
の
西
隣
元
町
地
内
に
移
っ
た

と
か
'
現
在
の
円
同
寺
寺
屋
敷
は
小
野
利
看
衛
門
の
寄
進
に
よ
る
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
る
｡
天
保

一
四
年
の
村
絵
図
で
も
現
役
場
敷
地
西
隣
り

に
そ
の
名
が
み
え
る
｡

長
崎
河
岸
研
究
覚
童
早
1

大
木



三
五
六

㈱

注

用

記

録

3
､
煙
草
船
､
落
合
河
岸
よ
り

下る

大
石
田
町
角
吉
右
衛
門
文
書
か
ら
､
船
町
河
岸
が
延
文
元
年

(
二
二
五
六
)
に
始
ま
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
'
当
時
の
水
路
整

1

備
上
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
向
き
が
多
>T
｡
そ
れ
に
し
て
も
､
寛
文

一
〇
年

(
一
六
七
〇
)
以
前
に
船
町
の
上
流
'
山
辺
'
吉
原
に
も
船
で
貨

2

物
を
送
っ
争
と
い
う
か
ら
'
河
岸
制
度
云
々
は
別
と
し
て
も
､
相
当
古
く
か
ら
船
で
の
貨
物
輸
送
が
行
わ
れ
て
い
た
の
は
事
実
だ
ろ
う
｡
ま

し
て
､
下
流
の
最
上
川
沿
い
に
あ
る
長
崎
地
区
の
場
合
は
尚
更
で
あ
る
｡

山
辺
町
大
蔵
の
稲
村
七
郎
左
衛
門
家
文
書
に
よ
れ
ば
'
享
保
五
年

(
一
七
二
〇
)
に
大
阪
の
大
和
屋
作
右
衛
門
等
に
蝋
を
送
っ
た
と
き
の

記
録
で
'
大
蔵
か
ら
山
野
辺
ま
で
は
長
崎
の
善
屋
が
運
び
'
山
野
辺
か
ら
長
崎
ま
で
は
舟
頭
太
郎
兵
衛
が
運
送
し
'
長
崎
か
ら
七
郎
兵
衛
が

3

上
乗
り
と
な
っ
て
太
郎
兵
衛
の
舟
で
酒
田
ま
で
運
ん
で
い
か
し
'
船
町
の
阿
部
三
石
衛
門
日
記
に
は
'
翌
六
年
四
月
二
三
日
に
'
八
郎
兵
衛

.4

四
般

二
二
右
衛
門
二
娘

･
弥
平
治

一
腰
の
各
持
胎
に
煙
草
を
積
み
､
始
め
て
須
川
下
流
の
落
合
か
ら
川
下
し
を
行

っ
た
と
あ
聖

水
量
の
関

5

係
で
'
船
町
ま
で
遡
る
に
も
寺
津
で
瀬
取
船
に
積
替
え
る
必
要
が
多
か
っ
ね
で
あ
ろ
う
か
ら
'
船
町
経
由
の
落
合
河
岸
ま
で
駄
送
し
た
こ
と

6

も
十
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
｡
事
実
'
上
山
蒲
の
廻
米
も

一
時
'
落
合
か
ら
積
下
し
た
と
い
う
資
料
が
残

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
聖

注

(5日4日3日2日1)

『
水
郷
寺
津
史
』
二
五
五
貢

同
着
二
五
五
-
二
五
六
頁

『
山
辺
町
郷
土
概
史
』
三
七
八
頁

『
水
郷
寺
津
史
』
二
五
六
頁

拙
稿

『
最
上
川
舟
運
関
係
資
料

(中
山
町
)
そ
の
一
所
収
二



㈲

頑
崎
寛
二
『上
山
薄
の
廻
米
運
送
』
と
い
う
資
料
中
'
元
文
三
年
の
廻
米
運
送
と
し
て
'

｢
二

上
郷
村
々
丘
山
形
領
志
鎌
河
原
迄
持
出
候
･･･

(日
田
カ
)

'
一
'
志
か
ま
河
原
･b
小
船
五
娘
に
て
舟
町
へ
送
り
-
-
1
'
中
郷
米
ハ
落
合
rb
積
侯
'
極
運
賃
六
俵
半
ツ
､
'
下
郷
ハ
新

田

溝

延
河
岸
'

積
運
賃
中
郷
同
事
｣
と
あ
る
｡

4
'
栄
沢
領
米
､
長
崎
河
岸
よ
り
酒
田
へ

『
酒
田
市
史
』
上
巻
に
よ
れ
ば
'
寛
延
元
年

(
1
七
四
八
)
閏

一
〇
月
､
村
山
郡
長
崎
河
岸
よ
り
米
沢
領
の
米
を
積
み
､
酒
田
に
向

っ
て
.

積
下
し
た
と
あ
る
｡
し
か
し
'
こ
の
時
は
'
二
五
日
に
発

っ
て
蔵
増

l
泊
へ
大
久
保
二
泊
､
川
前

･
本
合
海
各

一
泊
､
清
川
村
川
下

一
泊
し
･

1

て
'

二

月

一
日
に
な
っ
て
も
ま
だ
酒
田
に
到
着
し
な
い
と
い
う
運
送
ぶ
り
で
非
能
率
極
ま
り
な
い
も
の
だ
っ
ね
｡

注

即

明
治
大
学
刑
事
博
物
館
'
長
崎
村
柏
倉
家
文
書
目
録
に
出
て
く
る
小
鵜
飼
船
諸
掛
控
の
船
頭
孫
次
郎
は
代
々
舟
乗
り
を
や
っ
た
よ
う
で
'
そ
の

孫
に
あ
た
る
孫
次
郎
氏
の
話
し
で
は
､
｢酒
田
行
き
の
舟
は
'
ご
ざ
の
帆
三
〇
-
三
五
枚
の
四
枚
ぼ
り
'
下
り
は
三
三
駄
-
三
五
駄

(
I
駄
は

五
〇
貫
)
千
七
〇
〇
貫
積
荷
し
'
急
げ
ば
一
昼
夜
酒
田
へ
'
酒
田
か
ら
の
上
り
は
'
三
日
三
晩
六
人
乗
り
三
人
交
代
で
長
崎
へ
着
い
た
｣
と
い

つゝ
｡

5
'
天
明

･
寛
政

･
文
化
年
間
の
舟
方
に
嘉
兵
衛

･
七
歳
ら
活
躍

最
上
川
の
舟
運
が
'
寛
文

二

一年
の
西
廻
り
航
路
の
開
発
に
よ
っ
て
急
激
に
増
大
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
'
商
品
流
通
の
拡
大

に
つ
れ
て
､
水
運
統
制
も
強
化
さ
れ
'
特
権
的
支
配
'
制
度
の
再
編
成
も
加
え
ら
れ
て
い
く
｡
河
岸
な
り
舟
場
と
し
て
の
規
定
づ
け
も
そ
う

だ
ろ
う
L
へ
通
船

｡
運
賃
定
津
の
変
化
に
も
､
そ
れ
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
｡

私
領
で
は
'
各
大
名
が
手
槍
の
道
立
に
力
を
入
れ
､
運
送
か
ら
得
る
利
益
の
独
占
を
は
か
ろ
う
と
す
れ
ば
'
御
城
米
運
送
等
の
特
権
を
握

長
崎
河
岸
研
究
覚
書
-
大
木



三
五
八

っ
て
い
る
大
商
人
は
'
こ
れ
に
反
撃
を
加
え
､
さ
ら
に
は
､
流
域
各
地
の
新
興
商
人
が
割
込
ん
で
競
争
を
激
化
さ
せ
る
｡
そ
の
様
相
は
'
近

世
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
一
層
深
ま
る
｡

大
石
田
の
土
屋
儀
兵
衛
文
書
に
よ
れ
ば
'
承
応
三
年
よ
り
寛
文

二
一年
ま
で
は
正
木
半
左
衛
門
が
域
米
川
下
げ
を
請
負
い
'
寛
文

二

一年

(河
)

か
ら

川

村
瑞
賢
が
請
負

っ
た
と
い
う
が
'
元
締
六
年

(
1
六
九
三
)
に
は
､
公
料
陣
屋
の
始
ま
り
の
際
､
長
崎
も
百
姓
の
願
い
で
そ
の
出
張

1

所
が
設
置
さ
れ
た
｡
宝
永
七
年

(
1
七
1
0
)
に
は
､
大
石
田
が
御
城
米
運
賃

一
〇
〇
俵
に
つ
き

一
俵
増
で
請
負

っ
た
が
'
当
時
の
運
賃
定

め
と
し
て
'
長
崎
か
ら
酒
田
ま
で
の
城
米
下
し

一
〇
〇
俵
に
つ
き
六
俵
半
を
基
準
と
し
て
い
た
｡
享
保
五
年
か
ら
七
年
ま
で
更
に

1
俵
増
し
ゝ

を
し
た
大
石
田
の
横
暴
独
占
ぶ
り
は
そ
の
極
に
達
し
､
上
郷
各
村
々
の
商
人
共
の
反
撃
を
招
く
に
至
っ
た
｡

即
ち
､
享
保
八
年

(
一
七
二
三
)
の
幕
府
の
命
令
は
､
大
石
田
船
の
独
占
的
請
負
を
廃
止
さ
せ
'
上
郷
商
人
に
よ
る
用
船
請
負
差
配
制
を

も
た
ら
し
た
｡
こ
れ
は
'
上
郷
に
と
っ
て
一
大
転
機
と
な
っ
た
も
の
だ
が
'
そ
の
後
も
差
配
役
等
を
め
ぐ
っ
て
の
争
い
が
絶
え
な
か
っ
た
｡

2

享
保

一
六
年
六
月
の
覚
卦
に
よ
る
と
､
酒
田
か
ら
最
上
へ
の
諸
荷
物
登
せ
運
賃
高
値
で
､
最
上
郡
中
百
姓
商
人
達
が
困
窮
し
て
お
り
､
前

年
よ
り
度
々
舟
差
配
人
舟
持
共
に
願
い
出
て
も
聞
き
入
れ
て
く
れ
な
い
か
ら
'
新
庄
･
清
水
｡
大
石
田
･
尾
花
沢
･
楯
岡

･
天
童

･
山
形

･
左

沢

･
白
岩

｡
谷
地
等
三
二
名
の
代
表
が
目
的
達
成
の
た
め
大
石
田
の
次
左
衛
門
､
長
崎
の
源
右
衛
門
の
二
人
を
郡
中
百
姓
商
人
惣
代
に
選
ん

だ
｡
ま
た
､
｢
延
享
四
卯
七
月
船
方
為
御
吟
味
江
戸
表
よ
り
神
山
三
郎
左
衛
門
様
御
下
向
､
長
崎
葺
御
船

二
而
御
下
り
｣
に
な
り
､
｢神
山
棒

3

御
吟
味
之
上
通
船
之
儀
､
長
崎
葺
清
水
迄
有
給
順
番
無
甲
乙
運
送
寂
斗
侯
様
｣
仰
せ
付
け
ら
れ
る
に
至
っ
租
と
し
て
も
､

天
明
七
年

(
二
七
.

八
七
)
九
月
に
は
､
長
崎
村
舟
持
嘉
兵
衛

･
理
三
郎

･
伝
七
等
が
連
署
で
舟
役
永
六
〇
両
を
先
納
し
'
船
差
配
人
請
負
入
札
を
停
止
し
て
も

4

ら
い
た
い
と
請
願
し
て
い
か
し
､
寛
政
二
年

(
1
七
九
〇
)
に
は
､
大
石
田
の
船
持
安
太
郎

｡
船
頭
重
助
を
惣
代
と
す
る
最
上
川
通
船
四
六

娘

･
棺
持
船
頭
七
五
人
が
､
通
船
相
掠
運
賃
押
領
を
非
と
し
て
横
山
村
勘
次
郎

･
寺
津
村
吉
左
衛
門

･
寒
河
江
楯
西
村
善
蔵

･
大
石
田
村
叉

5

左
衛
門
の
四
船
世
話
役
を
相
手
ど
り
幕
府
に
訴
え
て
い
か
｡
こ
の
四
人
が
用
船
差
配
方
井
酒
田
湊
船
持
と
慣
れ
合
い
'
従
来
の

〝
酒
田
船
で



積
下
げ
ず
最
上
船
で
積
下
げ
て
き
た
商
人
荷
物
〃

と
い
う
協
定
を
破
っ
て
い
る
の
は
'
甚
だ
迷
惑
千
万
で
あ
る
か
ら
'
従
来
ど
お
り
御
廻
米

･
商
人
荷
物
共
私
共
の
手
で
川
下
げ
さ
せ
て
は
し
い
と
い
う
の
で
あ
る
｡
こ

の
中
に
'
池
田
仙
九
郎
代
官
領
長
崎
村
船
持
嘉
兵
衛

･
与
八

･

6

利
三
郎

･
船
頭
八
郎
兵
衛

･
平
次

･
忠
太
へ
同
代
官
領
小
塩
村
船
持
庄
六

･
船
頭
与
惣
次
が
名
を
連
ね
て
い
聖

だ
か
ら
､
享
保
八
年
の
船
役
差
配
制
度
の
設
置
と
い
っ
て
も
'
単
に
大
石
田
独
占
に
対
す
る
制
限
策
と
い
う
だ
け
で
な
く
'
差
配
役

･
世

話
役
等
の
上
郷
大
商
人
間
の
抗
争
や
'
彼
等
の
権
益
集
中
化
が
必
ず
し
も
百
姓
商
人
の
利
益
代
表
を
果
た
し
て
い
な
い
様
相
も
う
か
が
わ
れ

る
わ
け
で
あ
る
｡

寛
政
三
年
の

｢
御
尋

二
村
乍
恐
以
書
付
奉
中
上
候
｣
と
い
う
村
山
郡
船
持
方

一
統
の
中
に
'
柴
橋
料
長
崎
村
の
嘉
兵
衛
及
び
善
六
が
名
を
一

7

8

,O･

過
ら
れ
,
同
五
年
の

｢
最
上
船
方
差
出
明
細
帳
｣
に
も
長
崎
村
嘉
兵
衛
の
名
が
見
ら
れ
聖

な
お
同
年
の
山
口
村
文
書

｢
酒
田
湊
御
用
執
｣

の
中
に
'
出
羽
国
去
巳
御
年
貢
当
午
春
江
戸
御
廻
米
之
事
と
あ
る
が
'
そ
れ
に
よ
る
と
'
午
七
月

一
七
日
摂
州
嘉
納
屋
次
郎
右
衛
門
船
に
一.

六
人
乗
り
で
酒
田
湊
を
出
帆
し
て
お
り
'
そ
の
中
に
長
崎
村
の
百
姓
藤
助
が
上
乗
船
頭
と
し
て
同
行
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
｡

禍

下

っ
て
'
文
化
元
年

(
一
八
〇
四
)
の

｢舟
方
勘
定
寂
調
書
｣
に
は
､
長
崎
村
七
蔵
が
連
判
し
て
お
り
'
文
政
年
間
か
ら
天
保
年
間

に
か

的

け
て
長
崎
村
の
柏
倉
文
蔵
が
'
幸
生
銅
山
の
御
用
達
を
仰
せ
付
け
ら
れ
'
多
量
の
銅
を
長
崎
河
岸
か
ら
廻
送
し
て
い
る
｡

江
戸
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
舟
運
市
場
は
､
行
政
支
配
智
の
一
層
の
複
雑
化
と
相
ま
っ
て
'
益
々
混
沌
の
様
相
を
展
開
す
る
よ
う
で
､

あ
る
が
'
こ
の
よ
う
に
当
長
崎
地
区
の
商
人
共
も
表
面
に
出
て
活
躍
し
だ
す
者
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
を
知
る
の
で
あ
る
｡

注

極目3日2日1)

『山
形
市
史
編
集
資
料
第

一
三
号
』

一
六
頁

『酒
田
市
史
史
料
篇
四
』
七
六
八
-
七
六
九
頁
へ
覚
書

同
着
'

一
九
-
二
〇
頁

『東
村
山
郡
史
巻
之
三
』
二
六
一
-
二
六
五
頁

長
崎
河
岸
研
究
覚
書
-

大
木

三
五
九



(11日10Hg)(8日7)

三
六
〇

『
酒
田
市
史
史
料
篇
四
』
所
収
'
二
膝
部
家
文
書
'
寛
政
弐
年
十
二
月
ヨ
リ
諸
用
留

事
実
そ
れ
に
よ
れ
ば
､
｢前
々
丘
御
廻
米
之
外
'
商
人
諸
荷
物
之
分
者
酒
田
船

二
者
積
下
不
申
'
私
共
川
通
上
郷
船

二
積
請
'
用
船
差
配
料
と

し
て
胎
毒
娘
二
付
鏡
四
百
文
'
其
外
商
人
荷
物
等
積
請
侯
節
着
任
来

二
而
運
賃
拾
分
壱
差
出
供
給
持
茂
有
之
へ
享
保
年
中
迄
着
用
通
上
郷
胎
弐

百
四
五
拾
娘
も
御
座
候
‥
‥
⊥

と
あ
る
の
だ
か
ら
'
彼
等
に
し
て
は
当
然
な
訴
え
と
い
え
よ
う
｡

『
山
形
市
史
編
集
資
料
第

二
二
号
』
四
八

-
五
二
頁

同
着
へ
五
七
-
六
三
頁

『
酒
田
市
史
史
料
篇
四
』
五
五
五
-
五
五
七
頁

『山
形
市
史
編
集
資
料
第

二
二
号
』六
六
-
六
八
頁

長
崎
も
寒
河
江
ほ
ど
大
き
な
町
場
で
な
い
に
し
て
も
'
最
上
川
と
須
川
の
合
流
地
点
に
位
置
す
る
水
運
の
至
便
な
地
に
位
置
し
て
い
る
た
め
も

あ
っ
て
'
近
世
中
期
以
降
に
は
紅
花
集
荷
地
と
し
て
発
展
し
て
き
た
｡
柏
倉
文
蔵
家
は
紅
花
生
産
の
急
速
な
上
昇
と
共
に
'
各
地
に
有
力
な
荷

主
の
成
長
と
発
展
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
江
戸
中
期
へ
明
和
三
年
に
岡
村
よ
り
長
崎
村
に
分
家
し
'
た
ち
ま
ち
買
次
問
屋
と
し
て
の
成

長
を
遂
げ
た
家
で
あ
る
.
文
政

1
0
年
に
銅
山
御
用
達
商
人
と
な
っ
て
名
主
に
準
ず
る
位
置
を
与
え
ら
れ
'
特
権
百
姓
と
し
て
の
道
を
強
め
て

い
っ
た
.
文
政

二
二
年
の
紅
花
出
荷
量
は
七
七
九
袋

(
1
袋
五
〇
〇
日
詰
'

1
駄
三
〇
貫
目
の
計
算
)
で
'
大
石
田
-
酒
田
1
敦
賀
-
塩
津
Ⅰ

大
津
A
点
都
の
ル
ー
ト
で
発
送
さ
れ
て
i
る
｡
大
石
田
で
は
,
い
ず
れ
も
二
藤
部
兵
右
衛
門
を
経
由
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
｡

6
'
舟
場
と
運
賃

確
か
に
'
最
上
川
が
河
口
か
ら
上
流
に
至
る
ま
で
十
分
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
元
締
中
期
以
後
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
｡
寒

河
江
地
方
で
も
初
期
の
廻
米
は
旧
柴
橋
村
落
衣
の
年
前
舟
場
か
ら
小
舟
に
積
み
出
き
れ
'
長
崎

･
本
楯

･
新
田
等
の
舟
着
場
で
締
舟
に
移
さ

れ
酒
田
へ
廻
漕
さ
れ
て
い
た
が
､
『
酒
田
市
史
』
上
巻
に
よ
れ
ば
､
享
保
八
年
以
後
城
米
積
場
は
'
西
村
山
郡
関
係
で
日
田
･
柴
橋

･
谷

地
､
東

･
北
村
山
郡
で
荷
口
･
車
ケ
淵

･
船
町

･
灰
塚

･
寺
津

･
上
長
崎

こ
尚
崎

･
貝
塩

･
境
野
目

･
大
石
田
･
深
堀

･
芦
沢

･
名
木
沢

･

養
沢
な
ど
が
あ
り
､
そ
の
中
'
船
町

･
寺
津

･
大
石
田
が
純
粋
な
河
岸
と
し
て
船
着
場

｡
荷
積
広
場

･
倉
庫

･
船
道
具

･
代
官
詰
所

･
人
馬



休
憩
所

･
茶
屋

･
宿
屋
な
ど
が
あ
っ
た
｡

1

特
に
指
定
さ
れ
た
城
米
積
出
河
岸
は
､
始
め
上
郷
入
力
所
で
あ
っ
た
の
(,カT
r
後
の
船
町
阿
部
三
石
衛
門
家
所
蔵
絵
図
で
は

一
五
か
所
と
記

載
さ
れ
､
更
に
そ
の
後
は
'
村
々
に
お
い
て
勝
手
宜
敷
き
河
岸
か
ら
積
立
て
す
る
よ
う
に
な
っ
て
'
天
保
頃
に
は
ず

っ
と
そ
の
数
を
増
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
｡
長
崎
と
い
う
舟
場
を
考
え
る
場
合
で
あ
っ
て
も
､
や
は
り
江
戸
時
代
の
河
岸
制
度
と
い
う
行
政
支
配
を
機
に
し
て
河
港

機
能
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
｡

津
出
場
や
廻
米
運
質
の
角
度
か
ら
資
料
を
尋
ね
て
み
よ
う
｡
寛
文

〓
l年

(
一
六
七
二
)
代
官
松
平
活
兵
衛
が
吟
味

し
て
岸
場
ご
と
と
り

き
め
た
も
の
に
よ
れ
ば
､
落
合

･
本
楯

･
寺
津

･
灰
塚
各
舟
場
か
ら
酒
田
ま
で
は
六
分
'
長
崎

･
山
野
辺
各
舟
場
か
ら
酒
田
ま
で
は
六
分
五

2

3

度
と
な
っ
て
い
ね
が
､
そ
の
後
請
負
人
が
で
て
五
厘
引
下
げ
'
長
崎
岸
は
六
分
と
な
っ
た
｡
延
享
二
年
の
長
崎
村
明
細
帳
に
も
'

一
〇
〇
俵

に
付
六
俵
の
運
貿
と
あ
る
｡
と
こ
ろ
が
延
享
四
年

(
一
七
四
七
)
の
神
山
三
郎
左
衛
門
の
舟
方
吟
味
で
'
最
上
舟
に
限
り
五
厘
増

と
し
て
舟

4

方
差
配
人
方
で
取
扱
い
､
酒
田
舟
は
今
ま
で
ど
お
り
と
し
ね
｡
寛
政
二
年

(
1
七
九
〇
)
か
と
も
く
さ
れ
る
大
石
田
町

｢
土
屋
儀
兵
衛
文
書
｣

に
よ
る
と
､
御
城
米
運
貿

一
〇
〇
俵
に
つ
き
'
長
崎
は
車
ケ
淵
と
共
に
六
俵
で
'
船
町

･
寺
津
の
五
俵
半
よ
り
半
俵
高
い
し
'
御
廻
籾
運
貿

で
も
､
前
者
の
五
俵
二
分
が
後
者
の
四
俵
八
分
に
対
し
て
四
分
高
い
｡
籾
酒
田
船
運
賃
で
も
四
俵
八
分
の
四
俵
四
分
に
対
し
四
分
高
く
な
っ

5

6

て
い
聖

奉
水
元
年
改
書
の
寺
津
村
名
主
大
木
勘
十
郎
の
御
用
留
で
も
､
御
料
所
御
廻
米
の
運
賃
と
し
て
､
最
上
船
の
場
合
長
崎
河
岸
は
一

〇
〇
石
に
つ
き
六
分
五
厘
と
車
ケ
淵
と
同
じ
な
の
に
'
船
町
河
岸
六
分
'
寺
津
五
分
五
厘
よ
り
高
値
に
な
っ
て
い
る
｡
最
上
棺

･
酒
田
船
運

賃
米
合
わ
せ
て
考
え
て
も
'
船
町

･
寺
津

･
本
楯
が
五
分
七
厘
五
毛
に
対
し
て
'
車
ケ
淵

･
長
崎
が
六
分
二
厘
五
毛
と
記
さ
れ
て
い
る
｡
な

お
､
寺
津
河
岸
よ
り
の
川
下
賃
を
年
貢
皆
済
目
録
状
で
み
れ
ば
'
延
享
五
年
五
分
五
厘
'
寛
延
三
年
宝
暦
三
年
最
上
船
六
分
酒
田
船
五
分
五

庫
'
宝
麿
五
-
一
〇
年
五
分
五
厘
'
宝
暦

一
一
年
最
上
棺
五
厘
増
､
明
和
三
-
天
明
六
年
最
上
船
運
賃
増
共
五
分
七
厘
五
毛
と
あ
り
､
享
和

e

二
年
か
ら
'
以
前
の
江
戸

｡
大
阪
廻
米
が
酒
田
下
米
と
な
っ
て
い
る
｡

長
崎
河
岸
研
究
覚
書
-

大
木



三
六
二

と
す
る
な
ら
ば
､
運
賃
の
高
低
は
必
ず
し
も
運
送
の
距
離
の
差
ば
か
り
で
は
な
い
｡

8

天
明
八
年

(
三

八
八
)
の
金
沢
村
明
細
帳
で
は
'
年
貢
米
津
出
し
は
長
崎
河
岸
か
ら
や
っ
て
い
動
か
と
思
う
と
､
文
化

二

一年

(
1
八
一.

9

五
)
の
江
戸
御
廻
米
河
岸
訳
で
は
'
岡

｡
長
崎

･
達
磨
寺

･
小
塩

｡
柳
沢

･
金
沢

｡
土
橋

(
以
上
五
分
)

こ
向
屋

･
七
軒
十
か
村

･
北
山

(

以
上
四
分
六
厘
)
が
長
崎
河
岸
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
､
文
化
年
間
頃
の
柳
沢
村
で
は
船
町
河
岸
か
ら
の
津
出
し
が
行
わ
れ
た
樺

的

子
を
物
語
る
覚
書
や
'
本
楯
河
岸
か
ら
出
し
た
文
化

一
五
年
の
文
書
な
ど
も
発
見
さ
れ
て
い
る
｡
さ
ら
に
は
'
百
姓
勝
手
仕
業
の
た
め
別
に

､¶山一Ⅵ旧柑

願
い
出
て
津
出
し
場
を
変
更
し
た
と
い
う
記
録
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
｡

そ
う
こ
う
見
て
く
る
に
つ
け
'
河
岸
的
機
能
の
比
重
の
変
化
も
含
め
て
'
運
送
の
特
権
争
い
が
'
行
政
支
配
関
係
と
特
権
商
人
と
の
力
関

係
'
ま
た
は
相
互
利
用
の
形
で
複
雑
に
推
移
し
た
も
の
と
予
想
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
｡
最
上
棺
と
酒
田
船
の
ち
が
い
'
御
料
米
と
私
領
米
'

さ
ら
に
商
人
荷
物
の
ち
が
い
が
細
々
と
規
定
さ
れ
､
し
か
も
個
々
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
い
っ
て
も
､
そ
う
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
｡

注

(3日2日1)(6日5日4)

『山
辺
町
郷
土
概
史
』
二
七
入
貢

『山
形
市
史
編
集
資
料
二
二
号
』
二

l
～
二

二
頁

国
井
覆
村
稿

『岸
角
兵
衛
文
書

(資
料
)』
一
七
頁
｣

二

御
廻
米
津
出
之
儀
郷
御
蔵
ヨ
リ
河
岸
場
迄
五
丁
歩
程
御
座
候

酒
田
湊
迄
川
路
六
十

一
里
程
御
運
賃
之
儀
者
百
俵
二
付
下
湊
迄
六
俵
御
上
申
候
御
定
に
て
被
下
置
侯
湊
に
て
蔵
数
無
御
座
候
瀬
行
之
儀
者
海
棺

出
船
之
節
賃
銭
御
払
被
遊
侠
得
共
百
姓
ヨ
-
ハ
出
銭
不
仕
侯
-
-
｣

注
佃
と
同
じ

『山
形
市
史
編
集
資
料
二
二
号
』
二
六
-
二
七
頁

拙
稿

『名
主
大
木
勘
十
郎
御
用
留
書
嘉
永
元
戊
申
年
改
書
』
中
の

｢御
料
所
御
廻
米
河
岸
運
賃
米
村
々
仕
訳
｣
と

｢
御
廻
米
賃
米
之
法
｣
｡

こ
一

れ
と
同
様
の
史
料
が
村
山
郡
荒
谷
村
名
主
村
形
家
文
書
に
も
あ
り
'
山
形
市
史
編
集
資
料
二
二
号
に
採
録
さ
れ
て
い
る
が
'
数
値
の
差
異
が
少



々
み
ら
れ
る
｡

用

拙
稿

『
水
郷
寺
津
史
補
遺
そ
の
二
』

｢
村
岡
勘
五
郎
家
文
書
｣
折
込
付
表

㈱

拙
稿
資
料

『
中
山
町
柳
沢
西
塔
長
石
衛
門
家
文
書
』
中
に

｢
二

御
年
貢
米
浮
出
之
義
長
崎
川
岸
迄
陸
地
甘
四
町
余
仕
'
同
湊
A
西
海
廻
り
七

育
五
拾
三
里
'
東
廻
り
四
百
拾
七
里
'
但
シ
御
廻
米
酒
田
湊
迄
川
下
之
節
へ
御
米
百
石
二
付
去
ル
卯
年

(
延
享
四
年
-
-
大
木
注
)
神
山
三
郎

左
衛
門
様
御
下
向
被
遊
御
吟
味
二
村
'
上
郷
棺
二
者
五
厚
相
増
六
分
五
庵
'
酒
田
棺
二
者
前
々
之
通
り
六
分
二
御
座
候

二

御
廻
米
三
斗
七
升
入
壱
俵
二
付
弐
升
ツ
ゝ
欠
米
百
姓
方
片
田
シ
'
江
戸
江
相
廻
シ
申
侯
'
右
欠
米
川
舟
賃
海
上
運
賃
共
二
百
姓
オ
相
渡
申

侯
-
-
｣
と
あ
る
｡

㈱

『
寒
河
江
市
史
編
纂
叢
著
第

一
二
輯
』
､
｢
村
書
上
げ
と
廻
米
資
料
｣
所
収
'
文
化

一
二
年
三
月

｢
当
亥
春
江
戸
御
廻
米
河
岸
訳
帳
｣

㈹

注
㈲
文
書
に
'
舟
町
御
蔵
元
か
ら
柳
沢
村
御
役
人
申
宛
の
津
出
し
覚
書
が
数
枚
あ
り
'
ま
た
'
｢
六
番
御
廻
米
川
下
送
状
之
事
｣
と
し
て
'
酒

田
四
娘
屋
内
で
千
俵
を
'
池
田
仙
九
郎
支
配
所
羽
州
村
山
郡
村
々
年
貢
を
江
戸
御
廻
米
本
楯
河
岸
に
お
い
て
積
立
出
帆
し
た
旨
'
文
化

一
五
年

三
月
甘

一
日
付
で
'
川
迫
田
役
手
代
大
矢
周
助
が
酒
田
湊
出
役
池
田
仙
九
郎
手
代
真
壁
七
重
郎
へ
提
出
し
て
い
る
｡

肋

『
山
形
市
史
編
集
資
料
籍
八
号
』

｢
秋
元
家
文
書
村
方
差
出
明
細
帳
3
:｣
の
中
の
平
塩
村
及
び

『同
第
九
号
』

｢
臼
｣
中
の
中
郷
村
の
分
に
'

｢
･････尤
先
年
長
崎
河
岸
二
而
御
船
積
任
侠
処
'
山
本
平
八
郎
様
御
代
官
之
節

(延
享
元
-
寛
延
元
･･････大
木
注
)

･
悉
育
姓
勝
手
二
罷
成
供

義
二
御
座
候
間
へ
奉
晴
上
'
当
村
二
両

(平
塩
村
二
両
)

(年
前
河
岸
-
･‥
大
木
注
)
御
船
積
仕
侯
-
-
｣
と
あ
る
｡

7
'
天
保
年
間
の
塩
荷
争
い

1

中
山
町
長
崎
の
北
小
路
へ
柏
倉
清
次
郎
氏
宅
に
､
天
保
八

･
九
両
年
の
塩
荷
関
係
文
書
が
九
通
残
っ
て
い
hF
.
争
い
の
関
係
者
は
､
長
崎

の
塩
荷
問
屋
和
泉
屋
小
関
三
郎
兵
衛

｡
弟
九
内
'
山
形
十
日
町
大
坂
屋
青
山
酒
石
衛
門

｡
召
使
伊
兵
衛
'
落
合
村
兵
左
衛
門
'
谷
地
新
町
村

2

横
平
太
郎
等

相
互
に
原
告
と
な
り
被
告
と
な
っ
て
幕
府
寺
社
奉
行
や
評
定
所
に
訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
｡

三
郎
兵
衛
扱
い
の
質
塩
荷
詞
書
に
よ
れ
ば
'
天
保
七
申
年

(
一
八
三
六
)
に
'
二
千
三
〇
〇
駄

(
う
ち
千
三
〇
〇
駄
は
寺
津
村
吉
左
衛
門

及
び
金
兵
衛
の
蔵
預
り
)
'
翌
八
酉
年
に
は
遣
塩
千
九
〇
〇
駄

(う
ち

一
〇
駄
平
太
郎
渡
し
)
'
残
遣
塩
千
四
九
〇
駄

(う
ち
千
二

長
崎
河
岸
研
究
覚
書

-
大
木



三
六
四

同
様
寺
津
村
吉
左
衛
門

･
金
兵
衛
蔵
預
り
)
と
い
う
大
量
板
引
が
行
な
わ
れ
て
い
る
｡

(市
)

争
い
の
1
端
と
し
て
､
そ
の
ゆ
き
さ
つ
を
天
保
九
年
八
月
添
田
1
郎

次
代
官
所
長
崎
村
三
郎
兵
衛
が
煩
の
た
め
弟
九
内
が
代
わ
っ
て
評
定

所
へ
出
し
た

｢乍
恐
返
答
書
を
以
奉
申
上
侯
｣
か
ら
述
べ
て
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
｡

そ
れ
は
'
秋
元
但
馬
守
領
分
山
形
十
日
町
滑
石
衛
門

(寺
津
に
出
先
宿
を
も
っ
て
い
た
)
が
煩
の
た
め
召
使
伊
兵
衛
が
代
わ
っ
て
'
三
郎

兵
衛
外
二
人
を
相
手
ど
り
'
そ
の
五
月
中
青
山
因
幡
守

へ
出
訴
'
八
月
二
五
日
御
差
日
尊
判
を
頂
戴
し
た
こ
と
に
よ
る
返
答
書
で
あ
る
｡
去

酉

(
天
保
八
年
)
秋
､
酒
田
湊
造
塩

一
俵
に
つ
き
八
斗
八
升
人
を
九
月
'

一
〇
月
の
二
度
に
わ
た
っ
て
八
千
四
〇
〇
俵
を
三
千

三

二

〇
両

で
､

一
一
月
四
〇
〇
俵
を
利
分
含
め
四
〇
〇
両
で
と
'
計
八
千
八
〇
〇
俵
を
三
千
七
二
〇
両
で
泊
右
衛
門
が
三
郎
兵
衛
へ
質
入
れ
し
た
｡
と

こ
ろ
が
請
渡
す
べ
く
指
定
し
た
寺
津

･
船
町
両
河
岸
に
三
郎
兵
衛
が
出
て
こ
な
い
で
'
期
月
内
に
勝
手
に
売
り
捌
い
て
し
ま
っ
た
と
い
う
滑

右
衛
門
側
の
言
い
分
｡
こ
れ
に
対
し
て
'
全
く
根
拠
の
な
い
作
-
ご
と
と
三
郎
兵
衛
側
は
反
発
し
て
い
る
｡
谷
地
の
商
人
平
太
郎
が
保
証
人

と
な
っ
て
､
た
っ
て
の
頼
み
と
い
う
も
の
だ
か
ら
'
他
か
ら
借
用
し
て
ま
で
用
立
て
し
て
や
っ
た
の
に
'
平
太
郎
と
親
類
の
間
柄
を
よ
い
こ

と
に
し
て
､
さ
ま
ざ
ま
と
り
つ
く
ろ
っ
て
逆
訴
す
る
と
は
も
っ
て
の
外
'
よ
く
よ
く
吟
味
し
て
頂
い
て
'
早
速
塩
代
金
元
利
取
揃
え
返
金
さ

せ
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
と
三
郎
兵
衛
は
い
う
の
で
あ
る
｡

い
ず
れ
に
せ
よ
､
こ
の
時
期
は
､
寛
政
-
文
化

･
文
政
の
紅
花
坂
引
最
盛
期
も
過
ぎ
'
連
作
続
き
も
相
ま
っ
て
'
酒
造

･
高
利
貸
を
通
じ
.

て
の
地
主
化
が
進
ん
で
い
っ
た
｡
大
型
塩
瀬
引
も
こ
れ
ら
を
背
景
に
行
わ
れ
'
長
崎
を

一
拠
点
と
す
る
大
商
人
間
の
抗
争
の
姿
を
読
み
と
れ

る
よ
う
で
あ
る
｡

注

川

拙
稿

『
最
上
川
舟
運
関
係
資
料

(中
山
町
)
そ
の
二
'
所
収
へ
柏
倉
清
次
郎
家
は
文
蔵
家
の
分
家
で
あ
る
｡

廟

小
関
三
郎
兵
衛
家
は
'
柏
倉
文
蔵
家
が
岡
村
九
左
衛
門
家
か
ら
分
家
し
た
明
和
年
間
頃
す
で
に
大
商
人
だ
っ
た
よ
う
で
'
名
主
青
柳
市
蔵
家
な

ど
と
共
に
姻
族
関
係
を
結
ん
で
い
る
と
共
に
'
紅
花
商
人
と
し
て
活
躍
'
余
と
し
て
酒
造
業
も
営
ん
で
い
る
｡
な
お
三
郎
兵
衛
と
共
に
治
右
衛



門
･
兵
左
衛
門
と
も
当
時
の
紅
花
出
荷
商
人
と
し
て
名
を
あ
げ
て
い
た
｡
『山
形
市
史
中
巻
近
世
編
』
六
五
八
･
六
八
四
頁
･
九
三
表
な
ど
参

宿

"

鳳

､p

8
'
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て

長
崎
の
向
長
崎

･
下
川

･
川
端
な
ど
の
部
落
に
､
舟
乗
り
の
経
験
を
も
つ
七

･
八
〇
歳
余
の
古
老
が
数
人
い
る
｡
親
の
代
か
ら
舟
乗
り
を

1

し
た
と
い
う
の
で
､
糟
船
や
小
鵜
飼
舟

･
瀬
瀬
船
の
様
子
や
'
当
時
の
舟
乗
り
の
生
活
を
い
き
い
き
と
語
っ
て
く
れ
る
｡

2

そ
の
1
人
､
向
長
崎
の
高
橋
新
三
郎
氏
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
麟
'
こ
の
人
も
父
と
共
に
酒
田
荷
下
し
を
月
に
三
回
位
ず
つ
や
っ
た
と
い

う
｡
小
鵜
飼
船
の
長
さ
は
〓
l問
､
隔
六
尺
五
寸
の
も
の
が
多
く
'
な
か
に
は
一
〇
間
に
六
尺
三
寸
の
も
の
も
あ
っ
た
と
い
う
｡
そ
し
て
寺

津
な
り
長
崎
か
ら
左
沢

へ
入
間
近
く
の
出
羽
屋

･
令

･
石
山
甚
平
な
ど
の
瀬
南
船
で
塩

･
ま
す

･
砂
糖
な
ど
を
積
登
せ
た
も
の
だ
と
い
う
｡

下
川
の
伝
五
郎

･
川
端
の
文
五
郎

･
仙
八
な
ど
は
舟
乗
り
と
し
て
活
躍
し
た
が
'
舟
に
は
竿
五
本

へ
ら
二
枚

(
一
番
か
い
九
尺
'
二
番
か
い

八
尺
も
の
)
'
か
じ
と
り
は
二
間
位
の
も
の
を
使
用

(
か
じ
と
-
の
舟
唄
に
あ
わ
せ
て
の
ん
び
り
下

っ
た
が
､
難
所
な
ど
で
は
唄
ど
こ
ろ
で

な
い
)
'
あ
か
が
い
一
つ
､
守
り
札

(
ふ
た
の
上
に
飯
を

一
つ
'
飯
べ
ら
を
二
つ
に
わ
っ
て
供
え
る
)
'
火
鉢
､

ほ
り
ご
た
つ
の
小
さ
い
も

の
'
炊
事
道
具
､
ま
く
-
三
枚

(
三
人
で
寝
て
交
代
)
を
備
え
て
い
た
｡
町
内
の
白
田
大
工
か
ら
い
つ
も
金
毘
羅
樽
を
作
っ
て
も
ら
い
'
也

帆
前
に
流
し
て
は
途
中
の
航
行
安
全
を
祈
願
し
た
｡
間
藤
醤
油
屋
は
一
年
分
の
一
合
樽

一
二
個
を
流
す
の
が
通
例
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ

る
｡
な
お
奥
羽
本
線
開
設
時
の
レ
ー
ル
も
米
沢
か
ら
舟
下
し
で
や
っ
た
こ
と
や
'
庄
内
の
用
水
堰
作
り
の
た
め
の
煉
瓦
を
大
石
田
か
ら
清
川

ま
で
手
間
三
五
銭
程
で
川
下
L
L
た
こ
と
な
ど
､
八
〇
歳
を
こ
す
新
三
郎
さ
ん
の
話
し
は
つ
き
る
こ
と
が
な
く
'
目
の
輝
き
は
ま
さ
に
若
者

の
姿
で
あ
っ
た
｡

3

明
拍
八
年
に
は
長
崎
に
全
国
で
も
珍
し
い
廻
漕
会
社
が
作
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
｡
明
治

一
七
年
の
長
崎
村
営
業
調
べV
に
も
､
廻
漕
会
社
小

長
崎
河
岸
研
究
覚
書
-

大
木



三
六
六

関
良
兵
衛
と
鈴
木
吉
之
助
の
名
が
出
て
い
る
｡
小
関
良
兵
衛
は
'
前
節
で
述
べ
た
三
郎
兵
衛
の
一
族
で
､
明
治
初
年
ず

っ
と
戸
長
や
里
正
を

勤
め
た
家
で
あ
り
､
鈴
木
吉
之
助
は
次
節
で
述
べ
る
書
道
翁
の
子
で
'
落
合
河
岸
の
中
心
的
荷
問
屋
で
あ
っ
た
｡

注

川

緒
船
は
酒
田
船
と
も
い
わ
れ
'
長
さ
二
〇
米
以
上
'
船
頭
は
三
人

-
五
人
へ
大
船
な
の
で
寺
津
や
長
崎
ま
で
上
り
'
そ
れ
以
上
の
上
流
に
は
小

船
に
積
替
え
て
上
る
の
が
普
通
と
さ
れ
た
｡
今
か
ら
七
〇
年
程
前
ま
で
'
米

･
紅
花

･
青
学
な
ど
積
ん
で
最
上
川
を
酒
田
ま
で
下
っ
た
｡
小
鵜

飼
船
に
つ
い
て
は
'
江
戸
時
代
の
中
頃
'
米
沢
薄
に
よ
っ
て
福
島
県
の
阿
武
隈
川
流
域
か
ら
導
入
さ
れ
た
と
い
う
よ
う
に
'
天
保
二
年
の
米
沢

稽
服
部
豊
山
が
書
い
た
餐
霞
館
通
事
｣
に
基
づ
い
て
説
か
れ
る
が
'
宝
暦
七
年

二

月
尾
張
国
中
嶋
郡
起
村
に
残
る
御
船
方
役
所
よ
り
の
覚
書

に
よ
れ
ば
､
｢
･･･-

1
'
小
鵜
飼
船
之
儀
荷
物
積
海
上
上
下
い
た
し
候
儀

ハ
往
古
丘
不
罷
成
定

二
俣
之
処
-
･･･｣
(立
教
大
学
日
本
史
研
究
室
編

『
近
世
古
文
書
演
習
』
四
四
-
四
五
貢
)
と
あ
っ
て
'
本
来
は
や
は
り
鵜
飼
棺
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
長
さ
入
間
半
の
船
板
が
そ
っ

く
り
下
川
部
落
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
｡
荷
物
は
上
り
二
五
駄
'
下
り
二
八
駄
を
積
ん
で
船
足
が
速
く
'
酒
田
ま
で
長
崎
か
ら

1
日
半
ぐ
ら
い

で
行
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
｡
天
明
八
年
の
村
明
細
書
上
に

｢小
鵜
飼
乗
り
八
人
御
座
候
｣
と
か
'
慶
応
年
間
の
そ
れ
に
は

｢小
鵜
飼
乗
渡
世

五
軒
と
し
て
氏
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
｡
瀬
取
船
の
紹
底
板
も
下
川
部
落
か
ら
出
品
さ
れ
た
が
'
長
さ
七
問
'
隔
五
尺
の
も
の
'
二
〇
駄
の
荷

物
を
積
み
二
人
で
運
ん
だ
と
い
わ
れ
る
｡
な
お
用
船
造
船
寸
法
に
関
し
て
は

『
酒
田
市
史
料
篇
四
』
の
八
四
二
-
八
四
三
頁
に
く
わ
し
い
｡

㈲

拙
稿

『
最
上
川
舟
運
関
係
資
料

(中
山
町
)
そ
の
二
'
所
収

㈲

児
玉
清

一
編

『
文
新
田
資
料
服
部
文
着
工
門
家
文
書
よ
り
』
所
収

9
'
明
治
初
期
の
落
合
河
岸

一
昨
年
の
五
月
中
山
町
落
合
地
区
で
'
か
つ
て
最
上
川
舟
運
に
活
躍
し
た
鈴
木
吉
遣
翁
の
顕
彰
碑
が
立
派
に
復
元
さ
れ
'
そ
の
記
念
式
典

1

が
催
さ
れ
た
｡
落
合
が
最
上
川
と
須
川
の
合
流
点
に
あ
り
'
舟
着
場
と
し
て
多
く
の
舟
が
往
来
し
'
荷
揚
げ
し
た
商
品
は
こ
こ
か
ら
駄
送
さ

れ
た
｡
こ
こ
で
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
翁
の
徳
を
た
た
え
'
翁
の
舟
で
裾
引
し
て
い
た
山
形
の
荷
主
た
ち
や
車
中
が
中
心
と
な
っ
て
明
治

2

一
五
年
に
建
立
し
租

｡
こ

の
吉
遣
翁
の
子
が
吉
之
助
'
孫
が
吉
太
郎
で
あ
る
｡
吉
太
郎
の
代
に
'
彼
が
不
慮
の
事
故
死
に
あ
っ
て
荷
問
屋
は



破
滅
し
て
し
ま
っ
た
｡

な
お
'
こ
の
落
合
河
岸
に
は
'
吉
遣
翁
の
前
後
頃
､
三
太
郎

･
圧
五
郎

･
仁
蔵

･
源
七
な
ど
の
舟
持
ち
が
お
り
､
酒
田
と
の
板
引
に
あ
た

QU

っ
て
お
っ
た
｡
現
在
で
も
い
く
つ
か
の
遺
品
が
発
見
さ
れ
て
い
執
｡

『
酒
田
市
史
史
料
篇
三
』
所
収
の
鐙
谷
家
文
書
に
は
､
上
り
荷

･
下
り
荷
の
収
支
状
況
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
'
通
船
検
査
の
下
り
荷
数

は
､
長
崎
で
二
万
七
千
駄
あ
り
'
他
を
圧
倒
的
に
引
き
は
な
し
て
い
る
｡
ま
た
'
酒
田
よ
り
落
合
へ
の
登
り
荷
が
三
万
五
千
駄
'
手
数
料
千

七
五
〇
円
で
'
本
合
海
や
大
石
田
よ
り
落
合
へ
の
上
り
荷
を
含
め
る
と
'
三
万
六
千
駄
､
手
数
料
千
七
九
八
円
五
〇
銭
と
な
り
'
全
体
二
千

八
六
八
円
七
〇
銭
の
約
半
分
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
｡

こ
こ
落
合
地
区
は
､
川
向
い
の
寺
津
字
舟
町
と
同
様
､
戦
前
か
ら
の
河
川
改
修
工
事
の
た
め
､
大
部
分
の
家
は
移
転
し
た
｡
そ
れ
で
'
か

っ
て
の
面
影
は
皆
無
の
状
態
に
あ
る
｡
そ
れ
だ
け
に
'
わ
ず
か
ば
か
り
の
遺
品
も
'
こ
う
し
た
記
録
と
共
に
貴
重
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
｡

注

(2日1)

拙
稿

『最
上
川
舟
運
関
係
資
料

(中
山
町
)
そ
の

一
』
'
所
収
'
鈴
木
古
道
翁
顕
彰
碑
'
及
び
昭
和
四
五
年
五
月

〓
ハ
日
付
山
形
新
聞
夕
刊

古
老
の
話
に
よ
れ
ば
'
こ
こ
で
最
上
川
か
ら
荷
揚
げ
し
た
も
の
を
'
高
櫛
衆
が

1
0
0
人
ぐ
ら
い
手
間
板
と
し
て
'
落
合
'
船
町
間
の

〟
牛

道
″

を
通

っ
て
山
形
へ
荷
送
し
た
｡
碑
の
土
台
石
は
'
石
巻
方
面
か
ら
関
山
越
え
で
一
〇
〇
日
が
か
り
で
運
ん
で
き
た
も
の
で
'
決
し
て
苔
が

生
え

な
い
と
い
う
｡
高
櫛
車
中
と
刻
印
さ
れ
て
お
り
'
確
か
に
披
跡
の
多
い
巨
石
で
あ
る
｡
な
お
碑
文
の
末
尾
に
は
'
梁
の
王
彦
葦
の
こ
と
ば

(也
)

(也
)

｢
約
死

留

皮

'
人
死

留

名

｣
が
刻
ま
れ
て
い
る
｡

㈲

酒
田
船
積
荷
台
帳
の
断
片
や
横
浜
郵
船
会
社
船
頭
役
の
紙
片
か
ら
'
小
鵜
飼
船
の
帆
柱
'
棺
板
'
各
種
船
道
具
品
な
ど
'
最
近
ぞ
く
ぞ
く
と
発

見
さ
れ
'
町
の
民
俗
資
料
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
｡

10
､
舟
運
関
係
文
化
財
の
数
々

中
山
町
の
文
化
財
調
査
委
員
会
で
は
､
数
年
前
か
ら
'
町
の
特
色
を
う
き
ぼ
り
に
す
る
も
の
の
一
つ
に
最
上
川
舟
運
関
係
を
あ
げ
'
ほ
と

長
崎
河
岸
研
究
覚
書

-
大
木



三
六
八

ん
ど
皆
無
の
状
態
か
ら
､
そ
の
面
の
文
化
財
の
収
集
に
つ
と
め
て
き
た
｡
家
屋
の
増
改
築
に
伴

っ
て
､
近
郷
で
も
珍
し
い
も
の
が
多
数
町
民

か
ら
寄
せ
ら
れ
､
現
在
'
町
の
中
央
公
民
館
に
民
俗
資
料
館
を
設
け
'
陳
列
さ
れ
た
予
想
以
上
の
物
品
が
､
あ
り
し
日
の
町
の
す
が
た
を
物

語
っ
て
く
れ
る
｡

◎
舟
運
関
係
展
示
物
の
主
な
も
の

･
酒
田
棺
船
板

･
小
鵜
飼
船
船
板

(長
さ
入
間
半
'
隔
六
尺
)

･
瀬
板
船
船
底
板

(長
さ
七
間
'
幅
五
尺
)
･
酒
田
船
用
帆
柱

･
小
鵜

飼
船

用
帆
柱

｡
酒
田
船
で
使
っ
た
箱
膳

･
カ
ン
テ
ラ
'
ラ
ン
プ
'

･
か
い
の
大
小

･
か
や

･
帆
柱
用
の
網

･
携
帯
酒
樽

･
日
時
計

･
金
毘
羅
椅

･
舟
の
窓
あ
け
に
用
い
た
ち
き
り

･
い
か
だ
の
か
じ

･
酒
田
船
積
荷
台
帳
断
片

･
送
り
状
の
は
が
き
な
ど
｡

◎
そ

の

他

･
塩
荷
倉

(長
崎
農
協
の
と
こ
ろ

一
､
三
軒
屋

一
､
㊤
よ
り
青
木
医
院
が
払
下
げ
た
も
の
は

一
昨
年
取
り
こ
わ
さ
れ
た
)
･
落
合
に
大
き
な

京
雛
数
こ
･
八
坂
神
社
境
内
に
舟
運
の
安
全
を
祈
願
し
て
安
政
二
年
に
奉
納
し
た
手
洗
鉢
な
ど
｡

◎

や
き
も
の
民
芸
品

昨
年
'

一
昨
年
と
町
の
芸
文
祭
で
や
き
も
の
民
芸
品
展
が
催
さ
れ
た
が
､
最
上
川
沿
い
に
あ
っ
て
古
く
か
ら
上
方
方
面
と
の
交
易
が
行
わ

れ
た
せ
い
か
'
伊
万
里
の
も
の
や
唐
津
系
の
焼
き
も
の
な
ど
が
多
数
出
品
さ
れ
た
｡
酒
田
か
ら
出
る
西
国
通
い
の
舟
が
､
戻
り
の
舟
荷
と
し

て
積
込
ん
だ
も
の
で
'
や
き
も
の
の
み
な
ら
ず
各
種
の
生
活
用
具
も
少
な
か
ら
ず
破
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
｡

三
'
流
路
の
変
化
と
舟
運

-

水
運
史
研
究
の
I
側
面
と
し
て
-

最
上
川
水
運
史
研
究
が
酒
田

･
大
石
田
･
山
形
等
を
中
心
と
し
て
近
年
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
る
｡
特
に

『
酒
田
市
史
』
､
『
山
形
市
史
』



な
ど
の
勢
力
的
な
出
版
事
業
が
'
こ
の
面
の
解
明
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
た
｡

と
こ
ろ
で
'
上
郷
各
河
岸

(小
さ
な
舟
着
場
を
も
含
め
て
)
の
個
々
の
解
明
が
深
め
ら
れ
る
な
か
で
､
最
上
川
水
運
史
の
全
貌
が
よ
り
は

っ
き
り
し
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
｡
そ
う
い
う
意
味
で
長
崎
河
岸
と
い
う

1
地
域
を
と
り
あ
げ
へ
そ
の
規
模
と
変
遷
'
流
路
の
変
化
に

と
も
な
う
舟
着
場
の
位
置
､
荷
問
屋
の
位
置
と
盛
衰
､
商
品
取
引
の
種
類
や
数
量
'
販
路
等
も
な
ん
と
か
さ
ぐ
れ
な
い
も
の
か
と
考
え
て
み

た
｡
し
か
し
'
史
料
不
足
や
私
の
力
不
足
で
､
そ
の
緒
に
も
つ
け
な
い
ま
ま
制
限
紙
数
を
は
る
か
に
こ
え
て
し
ま
っ
た
｡
以
下
'
流
路
の
変

1

化
と
の
関
連
で
長
崎
河
岸
の
概
略
を
述
べ
て
ま
と
め
と
し
た
い
｡

今
も
長
崎
か
ら
小
塩
に
出
'
山
際
を
平
塩
'
中
郷
と
歩
き
左
沢
の
日
本

一
公
園
に
登
っ
て
眼
下
に
流
れ
る
最
上
川
を
眺
望
す
る
に
､
深
く

切
り
刻
む
蛇
行
の
帯
が
見
事
に
う
き
ぼ
り
さ
れ
て
い
る
｡
左
沢
付
近
で
三
-
四
段
の
段
丘
を
作
-
'
最
下
位
の
段
丘
か
ら
更
に
七
-
1
0
米

程
河
床
を
深
め
て
旧
平
塩
村
と
な
り
'
こ
こ
で
は
二
段
と
な
っ
て
小
塩
の
東
の
平
地
に
向
う
の
で
､
そ
の
下
流
の
流
路
の
変
化
は
格
別
は
げ

し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
｡

大
昔
､
高
瀬
山
の
尾
根
が
平
塩
山
崎
の
裾
に
続
い
て
い
た
時
は
､
最
上
川
の
水
は
寒
河
江
市
の
市
街
地
に
流
れ
て
お
っ
た
と
か
'
そ
の
後

高
瀬
山
に
つ
き
あ
た
り
流
路
を
南
東
に
向
け
'
豊
田
地
区
の
東
方
を
流
れ
､
長
崎
本
町
の
南
を
廻
り
'
東
に
折
れ
て
落
合
の
処
を
流
れ
た
と

2

か
い
わ
れ
て
い
か
｡
し
か
し
こ
れ
は
'
小
地
名
と
地
形
な
ど
か
ら
の
推
察
で
あ
っ
て
､
直
接
舟
運
史
と
の
関
連
を
証
明
づ
け
る
も
の
と
は
な

ら
な
い
｡

そ
れ
に
し
て
も
蛇
行
す
る
流
路
の
外
側
が
最
も
深
い
わ
け
で
'
そ
こ
が
船
着
場
と
し
て
選
ば
れ
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
わ
け
だ
か
ら
'

こ
の
地
に
お
け
る
最
初
の
船
着
場
は
長
町
本
町
の
西
部
荷
積
町
あ
た
-
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
｡
(第

8
期
元
碍
以
前
)
し
か
し
､
元
頑

五
年
以
前
は
長
崎
ま
で
大
船
が
上
り
'
小
舟
だ
け
が
左
沢
に
上
っ
て
水
油

･
紅
花

･
青
芋
等
を
船
で
あ
わ
せ
下
し
た
よ
う
に
思

わ

れ
る

の

〔くじ

で
､
そ
の
後
の
動
き
を
現
存
の
村
絵
図
や
古
文
書

｡
文
献
瞥
称

な
ど
か
ら
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
｡

長
崎
河
岸
研
究
覚
書
1

大
木
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第
二
期

(元
碍
'
享
保
-
宝
暦
期
)

長
崎
円
同
寺
文
書

(前
述
)
や
'
元
文
二
年

(
1
七
三
七
)
や
延
享
四
年

(
一
七
四
七
)
の
古
絵
図
か
ら
み
て
'
当
時
最
上
川
は
鍋
掛
松

4

の
東
岸
下
を
旧
円
同
寺
境
内
に
真
直
に
つ
き
あ
た
っ
て
'
急
に
方
向
を
変
え
て
い
る
｡
宝
暦
七
年

(
一
七
五
七
)
の
大
洪
水
で
､
ま
す
ま
す

川
底
を
深
め
て
'
そ
こ

に
第
二
期
の
丹
着
場
を
形
成
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
宝
暦

一
〇
年
の
長
崎
村
明
細
帳
に
も

｢
川
巾
大
凡
六
十
問
位

-
-
此
川
岸
に
御
城
米
御
舟
積
酒
田
へ
運
送
仕
侯
御
支
配
所
金
沢
村
柳
沢
村
土
橋
村
岡
村
達
磨
寺
村
平
塩
村
中
郷
村
長
瀞
御
支
配
所
小
塩
村

尤
須
川
羊
水
の
節
は
御
私
領
米
御
舟
積
御
座
候
其
外
商
人
酒
田
下
し
の
分
運
送
任
侠
｣
と
あ
っ
て
､
柴
橋

･
長
崎
の
陣
屋
に
属
し
た
村
々
の

米
と
商
品
を
積
下
し
た
こ

と
が
わ
か
る
｡
こ
の
頃
'
左
沢
方
面
の
舟
運
は
微
々
た
る
も
の
で

｢松
材
木
等
之
儀
村
方
よ
り
は
出
不
申
侯
得
共

左
沢
山
中
よ
り
最
上
川
を
流
し
参
侯
故
少
々
売
買
任
侠
｣
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
推
察
で
き
る
｡
河
岸
場
の
位
置
に
つ
い
て
も

｢
御
廻
米
積
出

之
儀
郷
御
蔵
よ
り
河
岸
場
迄
五
丁
程
御
座
候
｣
と
あ
る
か
ら
'
や
は
り
新
茶
屋
の
南
を
流
れ
て
お
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
｡

第
三
期

(明
和
'
天
明
-
天
保
期
)

明
和
九
年

(
一
七
七
二
)
､
天
明
八
年

(
一
七
八
八
)
'
寛
政
二
年

(
一
七
九
〇
)'
天
保

一
四
年

(
一
八
四
四
)
と
い
う
よ
う

に
残
存
す

る
村
絵
図
を
み
て
く
る
と
'
次
第
に
本
流
が
北
に
移
動
し
'
天
保
年
間
で
は
､
か
つ
て
の
西
小
路

･
北
小
路

･
柳
町
と
流
れ
た
本
流
が
'
完5

全
に
古
川
筋
と
し
て
分
流
し
て
い
る
よ
う
す
が
わ
か
る
｡
こ
の
間
'
文
政
七
年
の
大
洪
水
が
あ
り
'
天
保
初
年
の
相
つ
ぐ
大
洪
水
が
あ
っ
vlJ

大
き
く
流
路
を
変
え
た
で
あ
ろ
う
｡
舟
着
場
の
中
心
も
そ
れ
に
つ
れ
て
'
よ
り
下
流
に
さ
が
っ
た
よ
う
で
あ
る
｡
前
章
で
み
て
き
た
嘉
兵
衛

･
利
三
郎

｡
善
六

･
七
蔵

｡
市
蔵

･
文
蔵

･
三
郎
兵
衛

･
喜
三
郎
等
が
舟
持
ち
又
は
荷
主
商
人
と
し
て
大
き
く
名
を
あ
げ
て
く
る
の
は
こ
の

6

時
期
で
あ
っ
和
｡
こ
れ
ら
の
商
人
は
主
と
し
て
酒
田
･
大
坂
方
面
と
交
易
し
'
荷
揚
げ
し
た
も
の
は
塩

･
砂
糖

｡
い
さ
ば
類

･
雑
貨
等
で
'

そ
の
大
半
は
馬
士
の
手
に
よ
っ
て
山
形
に
送
ら
れ
'
叉
立
道
を
通
っ
て
山
辺
の
問
屋
に
行
き
'
梁
沢

(作
令
沢
)
､
北
作

(大
寺
)
方
面
か

ら
遠
く
米
沢
方
面
ま
で
運
ば
れ
た
｡
ま
た
積
下
し
た
も
の
は
米
が
主
で
'
他
に
紅
花

･
青
学
等
を
岡

･
小
塩

･
柳
沢
の
各
村
方
面

･
達
磨

長
崎
河
岸
研
究
覚
書
-

大
木
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寺

･
文
新
田

｡
山
辺
方
面
か
ら
'
こ
れ
ら
の
問
屋
の
手
に
よ
っ
て
下
し
た
の
で
あ
る
｡

一
方
､
寺
津
河
岸
の
隆
盛
に
つ
れ
て
'
そ
の
延
長
と
み
ら
れ
る
落
合
舟
場
も
活
気
を
呈
し
'
落
合
の
分
郷

〝三
軒
屋
〃

と
い
う
枝
郷
が
発

生
す
る
の
も
こ
の
期
で
あ
る
こ
と
は
前
に
み
た
｡

第
四
期

(幕
末
-
明
治
期
)

そ
の
後
､
今
ま
で
の
古
川
筋
は
浅
く
な
り
､
水
勢
が
下
川

｡
川
端
方
面
に
向
く
に
つ
れ
て
深
さ
を
増
し
'
そ
の
面
に
船
が
着
く
よ
う
に
な

っ
た
｡
㊤
渡

辺
､
涯
利
'
喝
石
沢
､
四
郎
兵
衛
な
ど
数
軒
の
荷
問
屋
が
大
き
く
な
る
｡
そ
し
て
人
の
背
に
よ
っ
て
荷
物
を
倉
ま
で
運
ん
だ

と
の
こ
と
で
あ
る
｡
な
お
二
'
三
の
荷
倉
も
下
川
方
面
に
た
て
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
｡
石
沢
太
惣
泊
家
の
材
木
荷
問
屋
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
が
'
ご
く
最
近
'
前
記
縄
野
善
六
家
に
､
寛
政
年
間
の
絵
符

(御
用
池
田
仙
九
郎
内
細
野
善
六
と
あ
り
)
や
'
金
羽
州
長
崎
細
野

金
銀
不
用
な
ど
と
印
し
た
象
牙
の
印
鑑
'
ま
た
明
治
三
〇
年
頃
の
極
め
て
多
数
の
材
木
敢
引
の
通
帳
が
発
見
さ
れ
た
.

一
時
完
全
に
衰
微
し

た
と
い
わ
れ
る
同
家
が
'
明
治
に
な
っ
て
再
び
山
形

･
船
町
等
近
郷
近
在
の
商
人
宛
大
量
の
材
木
を
板
引
き
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
｡

明
掩
二
二
年
の
最
上
川
大
洪
水
で
'
川
向
い
の
民
家
の
過
半
は
流
失
L
へ
長
崎
下
川
に
こ
ぞ
っ
て
移
動
し
た
と
い
わ
れ
る
｡
従

っ
て
下
川

部
落
は
'
前
か
ら
お
っ
た
舟
持
ち
､
船
頭
と
共
に
'
ま
す
ま
す
船
頭
部
落
の
観
を
呈
し
た
｡
売
り
子
の
背
に
よ
る
い
さ
ば
商
い
な
ど
は
よ
う

や
く

一
般
化
さ
れ
､
親
し
ま
れ
た
｡

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
'
長
崎
は
最
上
川
舟
運
の

一
要
地
で
川
西
地
方
物
資
集
散
の
一
大
中
心
地
と
し
て
繁
昌
し
た
｡
西
村
山
全
域
､
東

村
山
郡
西
半
を
そ
の
商
圏
と
し
て
に
ぎ
り
､
殊
の
外
い
さ
ば
は
酒
田
と
直
接
瀬
引
を
し
て
お
っ
た
が
た
め
に
､
非
常
に
広
い
販
路
を
も
ち
'

行
商
人
の
数
も
他
地
区
と
比
べ
て
確
か
に
多
か
っ
た
｡
明
治
初
年
の
農
外
就
業
者
の
多
い
こ
と
も
舟
着
場
特
有
の
現
象
で
あ
っ
た
｡

し
か
し
'
明
治
三
四
年
奥
羽
本
線
が
山
形
ま
で
開
通
し
､
つ
づ
い
て
大
石
田
ま
で
延
長
さ
れ
る
に
よ
っ
て
'
こ
の
舟
着
場
は
火
の
消
え
た

長
崎
河
岸
研
究
覚
愛
甲
1
大
木



三
七
四

様
子
と
な
り
'
そ
の
後
'
多
少
筏
を
流
し
た
り
'
薪
炭
等
を
積
ん
だ
棺
も
'
大
正

一
〇
年
左
沢
線
開
通
に
よ
っ
て
全
く
姿
を
消
し
て
し
ま
う

の
で
あ
る
｡

注
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以
下
'
付
図
1
参
照

前
掲

『中
山
鏡
』
六
七
-
六
九
頁

『中
山
町
史
資
料
編
』

一
所
収
'
柏
倉
九
左

工
門
家
文
書
享
保
六
年
の
御
用
帳
の
中
'
五
月
甘
七
日
付
の
と
こ
ろ
に

(
三
〇
一
-
三
〇
二
頁
)

ヽ
ヽ
ヽ

二

山
形
御
米
舟
酒
田
オ
拾
娘
只
今
着
仕
候
間
幸

二
梅
が
淵
御
舟
積
奉
願
候

へ
ハ
-
-
-
-

ヽ
ヽ
ヽ

右
之
適
中
参
侯
問
弥
廿
九
日
梅
が
淵
御
津
出
被
仰
付
侯
間
･･････
(傍
点
大
木
)
と
あ
り
､
当
時
梅
ケ
淵
舟
着
場
の
存
在

を
知

る
こ
と
が
で
き

る
｡

『
山
形
市
史
編
集
資
料
第
二
三

号
』所
収
'
｢
漆
山
県
令
編
年
記
｣

1
〇
二
-
1
〇
三
貢
に
詳
記
さ
れ
て
い
る
｡

(か
)

文
政
七
年
の
洪
水
に
つ
い
て

｢
長
崎

･
達
磨
寺
へ
は
頚
川
車
の
淵
切
れ
押
来
る
｡
町
に
よ
り
軒
迄
水
上
り
侯
所
も
あ
り
'
三

･
四
尺
ず
つ
上
-

侯
も
あ
り
'
無
難
な
る
は
'
柳
町
三
郎
兵
衛

･
利
三
郎

･
源
右
衛
門
近
所
斗
り
と
申
事
に
候
｡
上
の
舟
場
新
治
郎
と
申
茶
屋
の
所
へ
水
落
り
'

屋
な

(築
)
の
如
く
に
相
成
･･････｣
(｢渡
辺
吉
兵
衛
年
中
行
事
帳
｣
)
'
天
保
元
年
の
洪
水
に
つ
い
て

｢
此
年
壱
ヶ
月
に
五
月
二
十
日
'
二
十
七

日
'
六
月
十
七
日
三
度
洪
水
-
-
上
に
而
最
上
川
土
手
破
れ
岡
村

･
土
橋
村
へ
水
あ
が
り
'
長
崎
村
不
残
水
あ
が
り
'
近
年
稀
な
る
大
洪
水
-

-
｣
(｢公
平
伊
右
衛
門
日
記
｣
)
と
あ
る
｡

し
か
し
洪
水
氾
濫
と
い
う
だ
け
で
な
く
'
史
上
た
び
た
び
多
く
の
資
材
と
人
足
に
よ
る
瀬
替
掘
割

工
事
が
行
な
わ
れ
､
そ
れ
に
よ
る
流
路
の
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
し
'
蛇
行
帯
の
移
動
に
と
も
な
う
川
欠
'
起
返
り
が
頻
繁
で
境

界
問
題
に
絡
ま
る
論
争
が
く
り
か
え
さ
れ
た
こ
と
は
'
こ
の
地
区
で
も
例
外
で
は
な
い
｡

付
図
2
'
参
照

-

一
九
七
二
二

一-

付
記

明
治
大
学
刑
事
博
物
館
'
長
崎
村
柏
倉
文
蔵
家
文
書
に
も
'
当
地
の
舟
運
関
係
史
料
が
相
当
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
'
そ
れ
に
よ

る
解
明
は
後
日
に
残
さ
れ
て
い
る
仕
事
の
一
つ
で
あ
る
｡
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